
※導⼊科⽬…原則、教養学部２年次Ａセメスターを導⼊教育期間と位置づけ、⽂学部３・４年次に本格的に学ぶための準備に相応しい内容を持つ科⽬を
「導⼊科⽬」としています。
※２年次に単位取得した科⽬は、⽂学部進学後、卒業に必要な単位に算⼊されます。⽂学部以外に進学する⽅は進学先学部の規定にしたがってください。
※それぞれの専修課程の必修科⽬、必要単位数などは「⽂学部便覧」の「8. 2024年度（令和6年度）認定科⽬⼀覧」をよく確認してください。
 便覧は、⽂学部Webサイト「在学⽣ポータル  https://www.l.u-tokyo.ac.jp/student/11469.html 」上で抜粋版を公開予定です。
※各授業科⽬の実施形態や教室、授業内容の詳細は、UTASやUTOL(UTokyo LMS)でご確認ください。
※その他不明点がありましたら、⽂学部学⽣⽀援チーム(学部担当)へお問い合わせください。

開講所属 時間割コード 開講科⽬名 担当教員名 曜限
キャン
パス

備考

倫理 04240401 倫理学概論I 古⽥ 徹也 ⽔4 本郷
●導⼊科⽬
○倫理学専修課程の必修科⽬
○哲学・美学芸術学・イスラム学専修課程の認定科⽬

倫理 04240411 ⻄洋倫理思想史概説I 中野 裕考 ⽊2 本郷
○倫理学専修課程の必修科⽬
○哲学・イスラム学専修課程の認定科⽬

倫理 04240421 東洋倫理思想史概説I 板東 洋介 ⽕4 本郷
○倫理学専修課程の必修科⽬
○中国思想⽂化学・宗教学宗教史学専修課程の認定科⽬

⽇本史 04241147 ⽇本史学特殊講義VII 村 和明 ⽕3 本郷
●導⼊科⽬
○⽇本史学専修課程の選択必修科⽬
○中国思想⽂化学・東洋史学・⻄洋史学・美術史学専修課程の認定科⽬

⽇本史 04241155 ⽇本史学特殊講義XV
⼤津 透
⾼橋 典幸

⽉2 駒場
●導⼊科⽬
○⽇本史学専修課程の選択必修科⽬
○中国思想⽂化学・東洋史学・⻄洋史学・美術史学専修課程の認定科⽬

国語 04242201 国語学概論I 肥⽖ 周⼆ ⽉3 本郷

●導⼊科⽬
○⽇本語⽇本⽂学(国語学)専修課程の必修科⽬
○⾔語学・⽇本語⽇本⽂学(国⽂学)・英語英⽶⽂学・現代⽂芸論専修課
程の認定科⽬

国⽂ 04242345 国⽂学特殊講義V 鉄野 昌弘 ⽔4 本郷
○⽇本語⽇本⽂学(国⽂学)専修課程の選択必修科⽬
○倫理学・⽇本語⽇本⽂学(国語学)専修課程の認定科⽬

国⽂ 04242366 国⽂学演習VI 鉄野 昌弘 ⽉2 本郷
○⽇本語⽇本⽂学(国⽂学)専修課程の選択必修科⽬
（⽂学部便覧P216「演習の履修⽅法」も参照すること）

印⽂ 04242501 印度語学概論I 梶原 三恵⼦ ⽕3 本郷
○インド語インド⽂学専修課程の必修科⽬
○インド哲学仏教学・東洋史学・⻄洋古典学専修課程の認定科⽬

スラヴ 04243311 スラヴ⽂学史概説 平松 潤奈 ⽕3 本郷
●導⼊科⽬
○スラヴ語スラヴ⽂学専修課程の必修科⽬
○現代⽂芸論専修課程の認定科⽬

スラヴ 04243341 スラヴ語学スラヴ⽂学特殊講義I
楯岡 求美
平松 潤奈
阿部 賢⼀

⽉5 本郷 ○スラヴ語スラヴ⽂学専修課程の選択必修科⽬

共通講義 04245625 ロシア語中級I Vakhromeev Anatolii ⽔3 本郷

共通講義 04245629 イタリア語中級I ⼤崎 さやの ⽔4 本郷 ●導⼊科⽬

2024年3⽉28⽇ ⽂学部学⽣⽀援チーム(学部担当)

2024年度Ｓセメスター 前期課程２年⽣が受講可能な⽂学部専⾨科⽬について（補⾜説明）

 ⽂学部では2年次Ｓセメスターから履修できる専⾨科⽬があります。必ずしも2年次に履修しなければならないわけではなく、3・4年次にも履修可能です。
以下にそれぞれの科⽬について補⾜事項を記載しますので、履修の際の参考としてください。


